様式第３号（第７条）

（農産物：米）

豊饒の大地「大崎耕土」世界農業遺産ブランド認証
認証申請書
　　年　　月　　日

　大崎地域世界農業遺産推進協議会長　様
　　　　　　　　　　　　　　申請者　登録番号
　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　
（団体又は法人にあっては、代表者等の所在地）
ふ  り  が  な
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（団体又は法人にあっては、名称及び代表者名） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　

豊饒の大地「大崎耕土」世界農業遺産ブランド認証実施要綱第７条の規定に基づき、関係資料を添えて申請します。

１．栽培等基本情報：詳細情報については、様式第３号の２（農作物：米）を添付
	品種注１
	栽培面積
	出荷・販売数量
	出荷先

販売先
	認証マーク

	
	
	
	
	使用枚数
	貼付方法

	□ササニシキ
	ａ
	ｔ
	
	枚
	

	□ひとめぼれ
	ａ
	ｔ
	
	枚
	

	□だて正夢
	ａ
	ｔ
	
	枚
	

	□まなむすめ
	ａ
	ｔ
	
	枚
	

	□東北１９４号
	ａ
	ｔ
	
	枚
	

	□その他①
（品種名：　　　　　）
	ａ
	ｔ
	
	枚
	

	□その他②

（品種名：　　　　　）
	ａ
	ｔ
	
	枚
	


　

２．モニタリング取組注３　：該当するモニタリングの取り組みに☑してください。

□取組１年目：モニタリング講習会への参加（１回／年以上）
□取組２年目以降：講習会受講（１回／年以上）＋モニタリング調査の実施
３．生産者数　　　　　　人（団体申請のみ記載。品種別の重複を除く実数を記載）


	※認証品の認証状況
	認証年月日
	　　　年　月　日

	
	認証番号
	認証第　　　　号


※欄は記入不要

（注１）その他の品種がある場合は、（　　）内に品種名を記載すること。

　　　　例）その他①（　蔵の華　）

（注２）認証種類については、農薬及び化学肥料の使用に係る宮城県慣行栽培比５割以下に節減を確認するための既存認証制度等について、次の番号①～④のいずれかを記入すること。

なお、「みやぎの環境保全米」及び「特別栽培農産物」による認証を選択する場合は、以下の欄に栽培の確認や指導を行う団体等を記載すること。

　　　　　例）特別栽培農産物（認証団体名：　○○○○○認証センター）
みやぎの環境保全米（ＪＡ名：　ＪＡ○○○　　　　　　）

（注３）モニタリング取組については、取り組みの年数によって異なります。
１．取組１年目：

年３回程度開催される生きものモニタリング講習会に１回以上参加する必要があります。登録申請を行うことで、開催案内が送付されますので、参加ください。

　　２．取組２年目以降：　

⑴　初年度の認証から３年間の講習会への参加（１回／年以上）
　　※４年目以降は、３年に１回程度講習会への参加を推奨する。
⑵　生きものモニタリングを１回以上実施する必要があります。
※モニタリング方法のマニュアルや記録シートなどを送付します。

⑶　モニタリングの実施期間は、６月中旬～７月中旬（中干前まで）を目安とする。
⑷　調査箇所数については、同系取水域内で１カ所程度とするが、団体申請の場合、調査箇所数は、栽培面積等を参考に協議をし、決定するものとする。
（注４）選択要件については、要綱第５条１項の別記１第２の基準①～⑰から取り組みを行う番号をいずれか１つ以上記入すること。

	選択要件

	①　ＪＡＳ有機農産物認証の取得
	⑨　魚道の設置

	②　多面的機能支払活動への参加
	⑩　落水時の避難場所の設置

	③　中山間地の多面的機能の維持への貢献
	⑪　冬期湛水などの実施

	④　生産者と消費者等との交流事業、ＣＳＡの実施
	⑫　中干の延期

	⑤　品種の多様性を担保する上で当該品種固有の認証制度により担保さていること
	⑬　収穫後の水たまりの創出

	⑥　Ｇ－ＧＡＰ又はＡＳＩＡ－ＧＡＰ、Ｊ－ＧＡＰの取得
	⑭　秋耕起の延期

	⑦　土水路の維持管理
	⑮　畔の草刈

	⑧　水路の生物多様性向上
	⑯　ため池の保全活動（在来種の保全）


　　　　※⑰の特任事項を選択した場合は、後日事務局より取組内容の確認をします。

◎添付資料

１　栽培記録：　既存認証制度の認証通知書等の写し一式を持って代えることができる。
※１　ＪＡＳ認証、県認証、特別栽培に取り組んでいる場合は、認証機関から通知された認証通知書などの証明書類の写しを添付。
※２　環境保全米（ＪＡ等が確認責任者となる場合）については、確認責任者であるＪＡが確認した栽培履歴記録の写しを添付。
　　
２　モニタリング調査票　※別途定める様式に調査結果を記入のうえ提出すること。

なお、認証初年度については、講習会の受講証明書もしくは受講者・団体による講習を受けた証明を添付すること。
３　選択要件関連資料（番号は別記１の選択項目を参照）
　⑴　①、⑥について認証書の写しを添付すること。

※栽培記録の添付資料としてＪＡＳ有機農産物認証書を添付している場合はこの限りではない。
　⑵　②について多面的機能支払交付金活動組織名簿をもって確認をするものとする。

　　　※添付資料不必要

　⑶　③、④、⑦～⑰について様式第２号の３実施報告書を添付すること。
　⑷　⑤について栽培記録をもって確認をするものとする。※添付資料不必要
印





①みやぎの環境にやさしい農産物認証制度特別栽培農産物


②有機農産物の日本農林規格（ＪＡＳ有機認証）





③特別栽培農産物（認証団体名：　　　　　　　　　　　　　）





④みやぎの環境保全米（ＪＡ名：　　　　　　　　　　　　　）










